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危険

警告

当該記載事項を厳守しないと死亡事故を
招く恐れがあるもの。

当該記載事項を厳守しないと機械及び
身体に重大な損傷を招く恐れがあるもの。

当該記載事項を厳守しないと機械及び
身体に損傷を招く恐れがあるもの。注意

1.0 重要伝達事項

      ご使用の安全のために
1.1 本製品は、当社の取扱説明書をよく読み、製品を十分
　に理解して、危険性を熟知したオペレーターにより
　運転・操作・保全を行ってください。
1.2 本製品を納入稼働後、貴社にて改造・変更を行って、
　不具合・事故が発生した場合は、弊社のＰＬ補償の
　対象となりませんのでご了承ください。
1.3 本書に記載されている安全注意事項は、身体や機械
　の損傷レベルにより、次の３レベルに分けて記載し
　てあります。危険度の高い安全注意事項に特に気を
　つけて作業を行ってください。
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2.0 製品をお受け取りの際のご注意

　構成部品は全て輸送時に損傷を受けていないか目視
　検査してください。輸送時の損傷は保証の対象にな
　りません。輸送時の損傷を見つけたらすぐに運送業者
　に通知してください。運送業者は輸送時の損傷から
　生じた一切の修理費と交換費に責任を負います。

3.0 安全のために
　　　オペレーターは ENERPAC 油圧トルクレンチ用
　　電動ポンプの操作を開始する前に、全ての説明書
　　をよく読み理解して下さい。
　　　18 歳未満のオペレーターには使用させないで
　　下さい。
　　　オペレーターは必ずヘルメット・安全メガネ・
　　安全靴・手袋を着用して下さい。
　　　電動ポンプや油圧ホースを火気や熱源に近づけ
　　ないで下さい。特に溶接スパッタを避けて下さい。
　　　リリーフ弁を電動ポンプの最大使用圧力 70MPa
　　以上に設定しないで下さい。
　　　ボルトに指定以上のトルクをかけないで下さい。
　　ボルトが割れて、ボルトやナット、油圧トルクレンチ
　　の部品が飛び散るおそれがあります。
　　　作業中は怪我をしないように、両手を反力アーム
　　と作業エリアに近づけないで下さい。
　　　外観上ボルト、ナットが回転していない時でも、
　　負荷がかかっていることがあるので注意して下さ
　　い。
　　　作業中はボルト、ナットに直接手を触れないで
　　下さい。共回り防止スパナなどを使用する場合は
　　機械的に固定して下さい。
　　　ENERPAC 電動ポンプには ENERPAC 油圧トル
　　クレンチとホースを使用して下さい。
　　　人に傷害を与えたり、装置に損傷を与えること
　　がないように、全ての油圧構成部品が最高 70MPa
　　の圧力に耐えることを確認して下さい。
　　　ホースを強く曲げたり、ねじったりすることは

　　避けて下さい。
　　　ホースやカプラをつかんで電動ポンプを持上げ
　　ないで下さい。
　　　ホースは２本とも適切に接続して下さい。片側だ
　　けを接続をした場合は故障の原因となります。
　　　最大トルク（最高圧力）まで上げても、ボルト・ナ
　　ットが緩まない時は無理な作動をしないで、最大
　　トルクがより大きい油圧トルクレンチに交換して
　　下さい。
　　　磨耗部品や損傷部品はすぐに ENERPAC の純正
　　部品と交換して下さい。ENERPAC 部品は適正に
　　取り付けられ、定格荷重に耐えるように設計して
　　あります。

4.0 設置

4.1 油圧システムの全てのネジにテフロンシールテー
      プ（あるいは適切なネジシール材）を巻きます。テー
      プがちぎれてシステム内に入り損傷を引き起こさ
      ないようにするため、最初のネジ 1 ～ 2 山にはテー
      プを巻かないで下さい。最後に緩んだ端を整えます。
      （下記図 1 を参照）

          警告：適切な作動が確保されるように、ホースを
   ねじれたり、曲がり部で引っ張られたりしないように
   して下さい。ホースがねじれたり損傷を受けた場合
   は交換しなければなりません。損傷したホースは高
   圧力で破裂して、危害をおよぼすことがあります。

4.2 エアベント / 注油プラグのネジをゆるめて取外し、
      オイルレベルをチェックして下さい。オイルレベル
      がエアベント / 注油開口部の下面 24.5mm 以下に下
      がっているなら、作動油を注油開口部の下 24.5mm
      になるまで作動油を追加して下さい。（図 2 参照）

          注意：作動油の追加は、全てのシステム構成品が
    完全に戻っている時にのみ行って下さい。さもなけ
    れば、タンク油量以上にシステムにオイルが追加さ
    れるころになります。作動油はエナパック純正作動
    油をご使用ください。他の作動油を使用するとポン
    プやシールに損傷を与えたり、ポンプの補償を受け
    ることができない恐れがあります。

4.3 エアベント / 注油プラグを緩めてリザーバーから
      エアを排気や吸引できるようにして下さい。
      エアベント / 注油プラグを完全に閉じられた位置
      から 1 から 2 回程度逆時計廻りに緩めてください。
      （図 2 参照）

図1

雄ネジの１～２山残す

シールテープの巻き方向

ホース・継手の
ねじ込み方向
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エアベント / 注油プラグ

リリーフバルブ

5.0 操作

    可能な時は、1 人の作業者が油圧トルクレンチと電

    動ポンプを操作して下さい。そうすることで作業者

    が油圧トルクレンチをセッチングしている間に、ポ

    ンプの不慮の駆動を防ぐことができます。

5.1 全てのフィッテイングや連結部が強く締め付けられ

     ているか、油漏れがないかを確認してください。

5.2 電動ポンプのリザーバーの油量を確認して下さい。

     オイルレベルがエアベント / 注油プラグの下面

     24.5mm 以下に下がっているなら、作動油を注油開口

     部の下 25.4mm になるまで作動油を追加して下さい。

          注意：適切な操作を保証するために、ホースがよ

   じれたり、鋭角に曲げたりするのを避けてください。
   もしホースがよじれたり、その他の損傷が起きてい
   るならホースを必ず取替えて下さい。損傷したホー
   スは高圧で破裂して人身傷害を引き起こす原因とな
   ります。

          警告：カプラ内に圧力がかかっている状態で、油

   圧トルクレンチと油圧ポンプの連結を無理にしょう
   とすると、人身傷害や油漏れの原因となります。必ず
   システム内の圧力が放出されているのを確認してか
   ら、カプラの連結と切り離しを行ってください。

          警告：作動油が十分でないポンプを動かし操作

   すればポンプを損傷させるでしょう。

4.4 供給される電源がポンプの電気仕様に合っている
     かポンプ仕様書を見て確かめて下さい。（P7 仕様表
     参照）
4.5 思いがけない急な圧力上昇を防ぐために、ロック
     ナットを緩めて適度な圧力にまで下がるように、
     リリーフバルブを逆時計廻りに回して下さい。リリ
     ーフ弁の調整に工具の必要はありません。（図 2 を
     参照）

4.6 複動式トルクレンチのホースと電動ポンプの接続

     図 3 に示されているように、ポンプのマニホールド
     へ必ずエナパックトルクレンチ用ホースをつない
     で下さい。カプラを連結後メスカプラのロックリン
     グを使って、手でオス・メスカプラをロックして下
     さい。トルクレンチ内のピストンをストロークさせ
     るために "A" ポートが前進用の油口です。そして
     "B" ポートが戻り側ポートです。（図 3 参照）

     トルクレンチのホースを間違ってつなぐことを防
     ぐために、ポンプの供給油口に既に組み込まれたオ
     ス・メスカプラに、トルクレンチ側ホースの前進・
     後退方向を確認してから、適合するカプラで連結し
     て下さい。（図 4 参照）
     図 4 に示されるように、カプラを連結後メスカプラ
     のロックリングを使って、手でオス・メスカプラを
     ロックして下さい。

4.7 カプラの連結

     PMU-10427Q トルクレンチ用ポンプとエナパック油

     圧トルクレンチの組み合わせで使用する時には、ポ
     ンプのカプラのオス・メスと適合するトルクレンチ
     のカプラを連結すると、前進・後退の間違いが起こ
     らないようにデザインされています。

Ａ吐出口ポート "Ａ"  Ｂポンプ吐出口ポート "Ｂ"

図2

図3

図4

=====bkbom̂ ` =UMM=pbof bp=J =UMM=_^oLNNI SMM=mpf =j ^uK

=====bkbom̂ ` =UMM=pbof bp=J =UMM=_^oLNNI SMM=mpf =j ^uKB

A

▲ポンプ側マニホールド ▲トルクレンチ側
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図 5

5.8 ペンダントスイッチの操作
    スリーポジションの電磁弁を搭載している、複動トル

    クレンチ用電動ポンプ PMU-10427Q で、ペンダントス

    イッチを操作して作動油を供給します。（図 6 参照）。

    1.②”前進”させるためにペンダントスイッチを短い

       間だけ、または瞬間的に押してください。

    2.②”前進”ボタンを離せばトルクレンチピストン

       は引っ込みます。

    3. トルクレンチピストンが戻りきったところで作

       業を始めたいなら①”戻り”ボタンを押してくだ

       さい。

          警告：ボルトやナットに油圧トルクレンチをセ

   ットする前に、設定するトルクに必要な圧力に調整

   しておいて下さい。電動ポンプのセット圧力が、今回
   の作業で求めている締め付けトルクに必要な圧力を
   オーバーしているかもしれません。
   ボルトの適性トルクを超えることは装置の損傷を引
   き起こし、そして重大な身体傷害の原因となります。

    1. ポンプには圧力計が標準装備されています。必要

        なトルクを生み出すための油圧圧力は、使用する

        油圧トルクレンチの説明書を読んで下さい。

    2. 思いがけない急な圧力上昇を防ぐために、ロック

        ナットを緩めて、リリーフバルブを逆時計廻りに

        回して圧力を下げてください。（図 2 を参照）

    3. 電動ポンプを作動してください。

    4.②前進ボタンを推し続けながら、圧力計の目盛を

        読み取ってください。

    5. 前進の押しボタンを押し続けながら、圧力を上げ

        るためにリリーフバルブを時計回り方向に回し

        てください。または電動ポンプの最高圧力を下げ

        るために逆時計回り方向に回して、圧力を下げて

        ください。必要な圧力になるまで繰返してくださ

        い。

          注意：もし電源コードが損傷を受けたなら、危険

   をさけるために、エナパック指定サービスショップ

   や代理店、そして資格を持った作業者で取替えて下

   さい。

          注記：PMU-10427Q 複動ポンプの場合

   ペンダントのボタンを離した後、モーターは作動し続
   けます。ペンダントスイッチのボタンを離してから、
   リモートスイッチの操作を 15 秒間無操作でいると、
   作動油の発熱と無用な機器の摩耗や損傷を防ぐため
   にモーターが停止します。

          警告：リザーバーは電動ポンプが駆動している
   間に、何時でも吸排気できるようにして下さい。もし
   そうでなければ、リザーバー内の空気圧が減圧もし
   くは加圧されて、電動ポンプからの作動油の流れが
   妨げられるかもしれません。

     作動油の追加は、全てのシステム構成品が完全に戻
     ている時にのみ行って下さい。さもなければ、タン
     ク油量以上にシステムにオイルが追加されること
     になります。
5.3 エアベント / 注油プラグを緩めてリザーバーから
     エアを排気や吸引できるようにして下さい。
     エアベント / 注油プラグを完全に閉じられた位置
     から 1 から 2 回程度逆時計廻りに緩めてください。

5.4 電動ポンプのスイッチが OFF になっていることを
     確認してください。（図 5 を参照）

5.5 電源コードのプラグをコンセントに差し込んでく
     ださい。電動ポンプの仕様に適合する供給電源を使
     用してくださ。7 ページの仕様表を参照して下さい。
     電圧降下を避けるために電源コードの長さを短く
     してください。 ポンプのモーターは電圧降下状態
     でも駆動するかもしれませんが、モータ速度やオイ
     ルの流量が減少し、さらにモーターが損傷するでし
     ょう。

5.6 エアの除去
      油圧トルクレンチと電動ポンプとの最初の連結の
      際に、構成機器の回路内でエアが混入してしまいま
      すので、 スムーズで安全な作業を保証するために、
      負荷を掛けないで数回油圧トルクレンチを動かし
      て、リリーフバルブからエアーを吐出してください。
      油圧トルクレンチを前進と後退を繰返して、スムー
      ズな動きになるまで作動油を循環させて下さい。
      操作の前に液面をチェックしてください。
5.7 エア抜きと設定トルクの圧力調整が必要な時
     1. 最初の操作または作業の始動時。
     2. 油圧レンチを取替えてポンプに接続する時。
     3. トルクの必要圧力（安全弁の調整）を変えるとき。

ペンダント操作 ON

電源 OFF

前進
瞬時の作動

ペンダントの代わ
りに使用できます。

① 戻り（モーター作動）

② 前進（モーター作動）

5.9 油圧圧力（トルク）の調整
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エアベント / 注油プラグ

6.0 維持管理
6.1 電動ポンプに作動油を注入してください。作業時間

      が 40 時間経過するごとにリザーバーの油量を点検

      して下さい。オイルレベルがエアベント / 注油開口

      部の下面 24.5mm 以下に下がっているなら、作動油

      を注油開口部の下 24.5mm になるまで作動油を追加

      して下さい。（図 9 参照）

6.2 作動油の交換

      作業時間が 100 時間経過するごとに電動ポンプの
      リザーバーの作動油を完全に抜き取って下さい。
      もし電動ポンプが非常に環境の悪い場所や温度の
      高い環境で使用されていたなら、作業時間が 50 時

      間経過するごとに、電動ポンプのリザーバーの作動
      油を完全に抜き取って新たな作動油に入替て下さ
      い。
     1.リザーバーからエアベント/注油開口プラグを外

        外してください。

     2. すべての古い作動油が空になるまで、ポンプを傾

        けてください。

     3. 新しいエナック純正作動油を注油開口部の下 24.5mm
        になるまで、注油口から作動油を追加して下さい。

        リザーバー容量は 2.8ℓ（0.75 ガロン）です。

     4. 充てんプラグを元に戻してください。

     5. 適切な方法で使用済み作動油を処分してください。

図 7 図 8

図 9

          注意：前進ボタンを離して下さい。それから電動

   ポンプの圧力の上下で設定し終わった圧力を確かめ

   てから、再度前進ボタンを押してください。

6.3 リザーバーの洗浄
     リザーバーは洗浄するためにポンプ部から取り外
     すことができます。少なくとも 1 年に一度は洗浄して
     下さい。
    1. リザーバーからエアベント /注油開口プラグを外
       してください。すべての古い作動油が空になるま
       で、ポンプを傾けて作動油を出してください。
    2. 適切な方法で使用済み作動油を処分してください。

    3. リザーバーとポンプを固定しているネジに到達す

       るために、黄色いモータカバーを取り外すことが必

       要です。リザーバーと黄色いモーターカバーを固

       定する 6 個のネジを取り外すために、六角レンチを

       使用して下さい。

    4. 電磁弁からケーブルを外してください。 電磁弁か

       らケーブルを外す前にそれぞれのケーブルに印を

       付けてください。

    5. リザーバーから黄色いモーターカバーを持上げて

       下さい。気泡遮音材を取り除かないでください。ケ

       ーブルまたはケーブル接続を端子から引き離す際

       の損傷を避けるために注意してください。

    6. リザーバーとポンプを固定している 8 個のネジを

       取外して下さい。エアオイルクーラーの配管継手を

       取外して、オイルチューブを外してから空冷クーラ

       ーをポンプから取外して下さい。

    7. 吸い込みフイルターが損傷しないように注意して、

       リザーバーからポンプを持上げてください。

    8. ガスケットと押しかすを取り除いてください。

    9. 溶剤など使ってリザーバーを徹底敵に洗浄してく

       ださい。決して水を使わないでください。

  10. 吸い込みフイルターの洗浄に柔らかい動物の毛で

       作られたブラシを使って下さい。溶剤など使って洗

       い流してください。

    6. 設定圧力を保持するために、リリーフバルブのロ

        ックナットを締め付けてください。

    7. 設定圧力を確認するために数回電動ポンプを作

        動させてください。

    8. 電動ポンプにはエナパック製油圧トルクレンチの
        機種に対応した、圧力をトルクに換算するための
        目盛板が同梱されています。弊社製トルクレンチ
        を使用する場合には、圧力計に下記図を参考にし
        てトルク目盛板を取り付けてください。

5.10 トルク目盛板の取り付け

　１）圧力計の 3 本のネジをはずす。( 図 7)
　２）トルク目盛板をフレームにはめる。( 図 8)
　３）圧力計の 3 本のネジを取り付ける。

  11. 新しいガスケットを取り付けてください。
  12. リザーバーの上にカバープレートを配置して下さ
        い。ガスケットがカバープレートの周りにずっと
        見えているのを確認してください。
  13. ポンプを確りと固定してください。
  14. モーターカバーのハンドルがポンプのバルブ側
        に面するようにして、モーターカバーがモーター
        を覆うように配置してください。
  15.  6 つの取付ねじで取り付けてください。
  16. ケーブルを電磁弁に再び接続してください。
  17. 空冷オイルクーラーを取付ける前に、熱交換部分
        の汚れを圧縮空気を使って吹き飛ばしてください。
  18. 新しいエナック純正作動油を注油開口部の下
        24.5mm になるまで、注油口から作動油を追加して
        下さい。リザーバー容量は 2.8ℓ（0.75 ガロン）です。



6

7.1 サーキットブレイカー（日付コードが「F」のポンプ
      と「F」以後のポンプ）
      過負荷の場合、ポンプのサーキットブレイカーが
      始動します。 過負荷の原因を調査して、その原因
      を修正してからサーキットブレイカーを解除する
      ために、ブレーカーボタンを押してください。
7.2 ヒューズ（日付コードが「F」のポンプと「F」以後の
      ポンプ）
      内部のヒューズが制御変圧機の一次回路と二次回
      路を保護します。 もしヒューズがとぶなら、調査し
      て、そして故障の原因修正してください。 その時、
      溶断ヒューズを正しい定格の新しいヒューズで置
      き換えてください。取替えの定格ヒューズはポンプ
      型式の部品表を参照してください。

7.0 故障の探求
        （不具合の原因と対策表を参照）
    不具合の原因と対策表は原因の探求の手助けにな
    るように、そして多様な可能性があるポンプの問題
    を解決できるように意図されております。
    資格を持った油圧技術者だけがポンプの問題を処
    理して、ポンプの保守をして下さい。製品の修理が
    必要な時は、エナパックカスタマーサービス、又は
    最寄りの指定サービスショップにお問合せ下さい。

症状 原因

不具合の原因と対策表

対策

          危険：起こり得る感電事故を回避するため、ブ

   ラシの整備作業を始める前にポンプの電源コード
   のプラグを供給電源から抜いて、完全に電源を切っ
   て下さい。

 6.4 モーターのブラシ
     少なくとも 2 年ごとにモーターのブラシを点検し
     てください。過酷な用途で使用されているポンプの
     ために、少なくとも 6 か月ごとにブラシの点検をし
     てください。

          注意：ヒューズを取り換える前に、常に電源を

   切っておいてください。

モーターの過電流

電動ポンプの操作時に
ノイズが発生する。

ポンプが圧力を保持し
ない。

ポンプ吐出量の低下

ポンプは昇圧するが遅
い。または昇圧しなか
ったりする。

ポンプ作動油の過熱

1. モーターの欠陥
2. リリーフ弁の故障
3. ピストンの摩耗または破損

1. ピストンブロックのピスト
   ンの固着

1.１つ以上の構成部品から作
   動油がリザーバー中に漏れ
   出している

1. 検査後取替えてください。
2. バルブは標準で装備されています。もし組付けが間違
   っていたり、損傷していれば取替えてください。
3. ピストンブロックの検査と点検、損傷していれば取替
   えてください。

1. ポンプ構成部品の油漏れ。
2. リリーフバルブの機能不全
3. 給油フイルタの目詰まり。

1. 空冷オイルクーラーの点検
2. サーモスタットの故障。

1. バルブ内部の油もれ

1. スプリング又はスチールボールの損傷
   各ピストンブロックを取り外してください。夫々のピ
   ストンブロックが使用可能か点検して、使用できない
   のがあれば取替えてください。

1. ポンプをリザーバーから取外して、背圧検査をポンプ
   システムに行って下さい。 検査方法の手順を知るた
   めにエナパックカスタマーサービスと連絡を取って
   ください。

1. バルブを分解し摩耗した部品や不良部品を取替えて
   ください。

1. 空冷オイルクーラーの熱交換部分の目詰まりや汚れ
   を清掃、またはクーラーの配管の点検
2. サーモスタットを取り換えてください。

1. ポンプをリザーバーから取外して、背圧検査をポンプ
   システムに行って下さい。
2. リリーフ弁をテストして、そして点検してください。
   もし必要なら取り換えて、新たに取付てください。
3. 給油フイルターを点検してください。給油フイルター
   を洗浄して汚染物を取り除いてください。破損してい
   たら取替えてください。
4. 適切なレベルにリザーバーに作動油を満たしてくだ
   さい。 

注）トルクレンチの操作手順は使用するトルクレンチの取扱説明書を参照してください。

エナパック指定サービスショップ
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8.0 ポンプ仕様表

9.0 ポンプ寸法図

PMU-10427Q

型式

85-89

単相

100
（変動幅

±20%）

E種
整流子

113000
0.4

（0.5）

モータ（50/60Hz）
絶縁種別
形 式

電圧V
   A C
（V）

出力kW
馬力

（H P）

回転数

（min-1）

定格
電流

（A）

騒音
70MPa時

（dBA） 高圧

2.82

タンク油量

3.310.321.470

ポンプ（50/60Hz）
吐出量

（ℓ/min）
最高使用圧力

（MPa）
低圧 高圧 低圧

S1500X
S3000X
W2000X
W4000X

質量
（オイル含）

（kg）

エナパック推奨
トルクレンチ

型式

23.9

容量

（ℓ）

有効油量

（ℓ）

ソレノイドバルブ
ON-OFF とジョグスイッチ

ベント兼用注油口

リリーフバルブ
 1

02
 

 3
61

 

 281 

 244 

 133.5 

 23 
 23 

 432 

 310 

244

202

�1
72

�
リモートスイッチ

AC100V 電源コード1.5m

空冷オイルクーラ

圧力計（機種別トルク目盛板付・

       製品に同梱）（注）

（注）リモコン形状は異なる場合があります。

10.0 保証

10.1 保証の範囲

  保証の範囲は日本国内で購入され、日本国内で使用

  した場合に限ります。

10.2 保証期間

  ご購入日より 1 年間

10.3 保証事項

  通常のご使用で当社の責任に起囚する材料、製造上

  の欠陥が上記保証期間内に発生した場合は、出張修

  理には対応しておりませんので、商品を弊社に戻し

  て頂いて調査確認後に、無償修理または新品と交換

  を致します。原則的に調査報告書もお受け致しており

  ません。また、欠陥や故障に付随して発生する二次

  的損害および製品の取外し、取付けに関するなどの

  附帯費用に関して、当社は一切の保証および責任を

  負いませんのでご了承ください。

10.4 保証適用除外事項

  1.製品の誤った選定、誤ったシステムの下で生じ

    た事故、それに伴う他の損害が発生した場合。

  2.当社に相談や了解なく変更や、改造された場合。

  3.過酷な使用による消耗部品の損傷や磨耗による

    場合。

  4.当社製品が装置や設備等に組み込まれた事故

    に対する損害。

  5.当社製品の故障によって誘発される損害。

  6.自然災害による損害。

10.5 特記事項

  1.海外で購入された場合は有償修理になります。

  2.カタログ標準品を輸出された場合は、海外の当

    社グループ会社が有償修理致します。

  3.特注品を輸出する場合は、事前にアフターサー

    ビスについての契約がされていないと、現地修

    理は受け付けないことがあります。
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Enerpac Worldwide Locations

● この取扱説明書の内容は、予告なく変更されることがありますのでご
   了承ください。

TEL.048-662-4911（代表）　FAX.048-662-4955

カスタマーサービス部
エナパック株式会社

                                                                                                                      Japan Web サイト

Une division d’ ACTUANT France S.A.S.

Enerpac Hydraulics (India) Pvt.Ltd.
Tel: +91 80 3928 9000

Southeast Asia,Hong Kong and Taiwan
Actuant Asia Pte Ltd.
Tel: +65 68 63 0611 - Fax: +65 64 84 5669
Toll Free: +1800 363 7722

Tel: +971 4 8872686 - Fax: +971 4 8872687

Tel: +44 1670 5016 50 - Fax: +44 1670 5016 51

Tel: +46 (0) 771 415000

Tel: 0027 (0) 12 940 0656

Enerpac Co. ,Ltd


